
計画名 第４次茨城県環境基本計画の一部（R5.3策定）

提出機関名 茨城県 対象
地域 茨城県全域

メイン課題 水質改善、地下水、貯留・涵養

計画概要
「霞ヶ浦などの湖沼環境の保全と共生」や「身近な地域環境の保全」を基
本目標として湖沼環境保全対策等を推進することで、その他の取組と併せ、
「豊かで魅力ある自然が守られ、持続可能で環境と調和した社会」を目指
す。

計画の特徴
利根川や鬼怒川などの河川、霞ヶ浦、ラムサール条約に登録されている涸
沼、海域など豊かな水環境を有しており、環境学習会等により地域住民等
の理解促進を図りつつ、水質保全、水質監視測定、水源涵養機能を有する
森林整備等により水循環の保全を推進。

【実施体制】 茨城県（計画策定主体）

地方
公共
団体

都道府県 〇
政令指定都市 ‐

市区町村 〇
国の地方支分部局 -

有識者 〇
事業者 〇

団体（NPOなど） 〇
住民 〇

その他（国立研究開発法人） 〇

【新規】「第４次茨城県環境基本計画」の一部の概要

計画対象地域（茨城県全域）

○推進体制 ○進行管理○計画体系
行政だけではなく、県民、
民間団体、事業者、市町村
などの様々な主体と連携.

PDCAサイクルの考えのもと、県民や有識
者の意見も踏まえつつ、推進。

・計画の策定(改定)
・事業等の企画・立案

・施策・事業の実施
・各主体の取組

・施策・事業の
見直し・反映

・進捗状況分析・評価
・改善策の検討


